
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１．はじめに 

舗装工の施工管理項目は、出来形と品質である。出来

形については、下層路盤までは基準高さに対する管理が、

その上位の上層路盤から表層までは厚さ管理が必要と

なっている。路盤の仕上がり精度が基層・表層の出来形

と品質に直接影響することから、現行の施工法では、仕

上がり高さの目標となる丁張りを多く設置し、モータグ

レーダによる整形と高さ検測の繰返し作業によって路

盤の施工精度を確保している。このため、路盤整形作業

には多くの労力と時間が必要であり、さらに、仕上がり

高さの目標がない丁張り間はオペレータの高度な技能

が要求される。また、舗装施工後の出来形・品質確認に

おいては、掘り起こしやコア抜きによって行う破壊検査

が行われている。この手法では施工面に対して点的な管

理となることやコア抜きなどによる局所的な舗装の品

質低下といった問題点が挙げられている。 
これらの課題を解決・改善する手法として、IT を利

用した情報化施工システムを構築し、２現場で試行工事

を実施した。その結果から、IT を利用した施工・施工
管理手法の効果について報告する。 
なお、本報告は国土交通省関東技術事務所と同九州技

術事務所の委託による調査検討の成果である。 
 

２．舗装工の情報化施工システム 

IT を適用した舗装の情報化施工システムは以下の３

つのサブシステムで構成されている。（図－１参照） 

（１）３次元重機制御グレーダシステム 

本システムは、光通信機能を備えた自動追尾トータル

ステーション(自動追尾 TS)と高さ・横断勾配等の設計
データを入力したコントロール用PC(自動追尾TSと直
結)及びグレーダ側に設置された各種センサ、油圧制御
部などで構成されている。 
（２）締固め回数管理システム 

締固め機械の走行位置座標を RTK-GPS で取得し、
締固め対象物の品質を施工と同時に、かつ連続的に締固

め回数で管理するものである。システム構成は、締固め

機械に搭載したRTK-GPS移動局とパソコン（車載PC）、
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図－１ 舗装工の情報化施工システム 
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RTK-GPS基地局、無線機等で構成されている。 
（３）３次元座標計測システム 
計測対象点の３次元座標を出力可能なＴＳを用い、指

定した平面位置にターゲットを誘導する機能を有し、舗

装の各層の仕上がり高さを定点計測するシステムであ

る。各層の締固め作業終了後に、指定する管理点の３次

元位置座標(x,y,z)をＴＳにより測量し、これらの計測値
のz座標の差から路盤・基層・表層の層厚を求めた。 
 
３．試行工事における情報化施工導入結果 

（１）路盤整形作業の効率化と環境負荷の軽減 
３次重機制御グレーダシステムの利用により、システ

ムがブレード高さを自動制御し目標高さに仕上げるこ

とから、高さ計測による施工中断時間を低減できる。試

行工事の実績では、現行施工より作業効率が約50%向上
し、また、約30～40％の燃料消費を削減でき環境負荷が
軽減する等の結果を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－１ 情報化施工の路盤整正作業 
 
（２）出来形精度の向上 
グレーダのブレード自動制御機能により、図－２に示

すように、路盤の施工精度が向上した。その結果、その

上層に施工される表層の平坦性も向上した。 
（３）施工品質の均一化 

図－３は、施工範囲を 0.25m×0.25m の正方形の管
理ブロックに分割し、この管理ブロック毎に累積締固め

回数を求め、これを色分け表示した締固め回数分布図で

ある。現行施工では、規定の締固め回数に満たない範囲

が 4～10％程度あったが、締固め回数管理システムを用
いて車載 PC のモニタで締固め回数を施工中に管理す
ることにより、踏み残しがほとんどなくなり、施工範囲

を均一に締固めることができた。 
（４）新たな出来型管理手法 

TS 測量で求めた層厚とコア層厚では、最大 6mm、
平均で約 0.9mmの誤差が生じた。しかし、コア測定に
おいても寸法測定位置の違いによるばらつきがあるこ

とから、TS測量による判定は有効な層厚管理手法であ
ると評価できる（写真－２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 上層路盤の仕上がり精度比較 
 

 
 

 
図－３ 締固め回数分布図 

［現行施工：コア抜き］     ［情報化施工：TS測量］ 

 
 
 
 
 

写真－２ 層厚検査の比較 
 
４．おわりに 
試行工事の結果から、ITを適用した舗装の施工、施工

管理手法は、施工の効率化や出来形の向上及び施工品質

の確保を確認するための有効な手法と考えている。 
課題としては、TSを利用した面的な多点管理に現行
の管理値を適用すると、非常に厳しい管理がなされてし

まうことが挙げられる。今後、多点管理に対応した施工

管理基準及び規格値を策定する必要がある。 
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